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巻　頭　言

龍谷大学里山学研究センター　センター長

牛尾　洋也

　2017年11月、ドイツのボンで国際気候変動（COP23）ボン会議が開催された。

　パリ協定の実施指針（ルールブック）の交渉の土台となる文書作成とともに、2018年の世界
の気候変動対策の進捗状況のチェックを行う促進的対話（タラノワ対話）の進め方や2020年ま
での行動の引き上げのプロセスなどについて合意された＊⑴。アメリカのパリ協定からの離脱
宣言にもかかわらず、世界は温室効果ガスの大幅削減に向けて待ったなしの対応を模索してい
る。
　これに対して、日本は、国内外で石炭火力発電を推進する方針を進めることで、世界から非
難と言うより、嘲笑を浴びたといわれている＊⑵。それほどまでに世界の脱炭素社会の動向は
明白であり、事態は切迫しているといえる。すでに「ダイベストメント」の動きも活発化し、
実際、議場の外のサイドイベント会場では、情報収集や投資先の調査、商談などパリ協定が生
み出す巨大な脱炭素市場の争奪戦が繰り広げられているという。
　こうした動きは、私たちの日常生活でも顕著に見られるようになってきた。2017年７月に、
フランス政府が、パリ協定の目標達成に向けた目玉政策の一つとして、2040年までにガソリ
ンやディーゼルエンジンを搭載した自動車の新車販売を終了させるという方針を出し、ヨー
ロッパ各国は瞬く間に、EV推進策を打ち出すことで、日本の自動車市場も対応が迫られてい
る。環境をめぐる大きな世界的動向に対し、国家レベルの対応だけでなく、このような市場を
介した目に見える動きが今後ますます広がれば、私たち一人ひとりは、ますます個人として選
択と決意が求められることになるだろう。
　
　今年度の里山学研究センターは、広く市民や研究者、実務家に対し問いかけるべく、「里山
学から考える防災・減災〜琵琶湖水域圏の保全・再生に向けて〜」というシンポジウム（2018
年３月３日）を行い、『琵琶湖水域圏の可能性─里山学からの展望─』（晃洋書房　2018年）と
いう書籍を公刊した、今後も、世界的動向を注視しつつ一層の発展を目指したい。
　

──────────
＊⑴　特定非営利活動法人気候ネットワーク「COP23ボン会議の結果と評価」（http://www.kikonet.

org）
＊⑵　中日新聞・社説「もはや環境途上国　ニッポンの大問題」〔2018年1月9日〕
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